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あらまし
意思決定を支援するツールは，レコメンドやマッチン
グなどの様々な領域のサービスとして普及している．一
方で，自動的に不公平であったり不利益をもたらす意思
決定が行われているかもしれないという不信も生じてい
る．特に近年はAIの公平性や透明性を含むAIのトラス
トに関する議論が盛んである．本稿では特に，ジョブマッ
チングやオンラインデートのようなマッチングサービス
に注目して考える．マッチングの参加者は，ジョブマッチ
ングの場合は求職者と求人を出す会社，オンラインデー
トの場合は男性参加者と女性参加者，となり，マッチン
グサービス提供者によりそれぞれの参加者に対しマッチ
ング結果やレコメンドが提供される．
本稿では，安定結婚問題における男女マッチングの問
題設定 [1]をベースとして議論を行う．これまでは，安
定であることに加え，公平性の観点からは全体最適的な
意味合いでの公平性 [2]や男女間の公平性 [3]などが考
えられてきた. しかしながら，上記のような全体最適的
な発想に基づく公平性を実現する際には，能力や評価が
高いにも関わらず，希望が叶わない参加者が犠牲になっ
ている可能性は否めない．本稿では，能力や評価がより
高い者はより希望通りになるという考え方に基づく能力
主義的公平性について注目する．
これまでに，マッチングにおける能力主義的公平性，
及び条件を緩和した閾値付きの (k, ℓ)−能力主義的公平
性の定義が示されていた [4]．しかしながら，与えられた
インスタンス (参加者の選好順序)から能力主義的なマッ
チングを発見する効率的なアルゴリズムや,与えられた
マッチングからそのマッチングが能力主義的公平である
かどうか判定する効率的なアルゴリズムの存在や構成に
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ついては言及されていなかった．本稿では，与えられた
マッチングからそのマッチングが能力主義的公平である
かどうか判定する効率的なアルゴリズムの構成を示す．
このアルゴリズムを用いることで，参加者数が多いマッ
チングが与えられた場合であっても，公平性を満たすた
めの最小の閾値 k, ℓを現実的な時間で求めることが可能
となる．これにより，例えば安定性など効率的なマッチ
ング発見アルゴリズムが確立している性質を持つマッチ
ングについて，現実的な設定で能力主義的公平性の観点
から定量的評価や比較が可能となる．
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